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爲眞の獲達

生産鼓術史研究室

策1圖　カメラオブxクラ

　眼にみえるあらゆるものの委を，そのまま霊面として

固定したv・というのは，人類の背からの類望であつた．

それは櫓盈によつてある程度までは實行されたが，しか

し充分とは騨かなかった．このながい夢が科學と技徳の

進歩により途に工9世紀に實現した．以來篇眞術は急癌

な嚢逮をとげ，同時に人類の生活に大きくかつ深い影響

を與えつつある．

　腐眞衛は光學と化學の結合盤であるが，雨者が結びっ

くまでIC［t，ながい間別々に獲展してきた．

　ガラスを知つていた古代人（技術史ノート2，参照）

拡レンズをも知つていたらしく，B．C．1，000年以前に破

・竣されたといわれるニネヴェ市の康櫨から畿見されてい

る．ヨー口・yバの中世には軍レンズが製作されていた．

　また小1な孔を通る光線が陳を結ぶということL早く

から知られていたようである．

　ルネサンス時代1553年にイタリャ人Baptista　Porta

拡カメラ・オブスクラなるものを獲明した．これは光學

的な意味では，まったく爲眞機の原始形態である．方形

・の箱の一面に小さな孔をあけ，それから光を入れ，笥内

に鏡を45度の角度におき，上面にガラzをおけば，こ

．れに外景の正確な影傑が映る仕掛けである．これをガラ

ス板に白紙をのせて爲生器として用いていた．

　1568年には小孔の代りにレンズを装置したカメラ・オ

ブxクラをDanie】lo　Barbaroが襲明した．

　光學の側面はここまで進んでいったので，葛眞術の聾

1明にとつて，問題はむしる化學の側面の饗達にあった．

　光が物質t・epm化を與えるということは，すでに古代人

も知っていたが，その知識は幼稚であつた．そしてやは

塑ルネサンスの人間が光化學の道をひういた．

　1556年にドィッのGeorgius　Fabriciusは騒化銀を

っくηそれが感光性物質であることを登見した．

　．巳727年にドィッ人の堅師Joham　Heinli：h　Schulze

｛ユ687～1744）は硝酸銀と向甑との混和液をひいた紙の上

に、丈字を書いた透明紙をのせて日光に曝して焼付け，

黒地に自文字を現わした．窩藁の感光膜の原始形態がこ

乙に生れたわけである．

　スェーデンの化學者Karl　Wilhel叫Scheele（1742～

1786）は近世化學の基礎をきずいた1人だが，璽化銀の

感光理論を最初に研究した人でもある．

　さらt：イギリスの化學者Thomas　W¢dgwood〔1771～
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1805）およびHumphry　Davy（177ε～1829）はゑ璽の

光化學作用について熱心に研究して，光化學の基礎を確

立した．

　こうした光學と化學の雨方而の登連を甚礎として、P

di；てその結合盟としての爲眞術が生れることとなった．

　フランx人Joseph　Nic6phore　Niさpce（1765～1833）

は力Sラ・オブスクラの影像をどうにかして，永久的の

ものにしたいと研究していた．そして，オーストリーO

Senefelder　が獲明した石版術からヒントをえて，　ア又

ファルトが光線によって不溶解性になるということを利

用して，ついに1862年にカメラ・オブ入クラの遊像を

7～8時間の感光一今から考えれば賀にながい一・一に

よつて銅版上に定着することができた．これをヘリオグ

ラフィー　（Heliographie，　ヘリオは太陽，グラフィーは

豊を意味するギリシ．ヤ語）と名附けた．

　同じく7ランス人LQuisFJ．　M．　Daguerre（1787～1851）

も，風景蚤家として，カメラオプスクラを利用していた

ので，その笹像を永久化したいと考えて研究をはじめ，

Nibpce　と相識り1829．年から協同して研究していたが

1838年に感毘度のずっとよい（露母1時聞lo分位）水銀

現像による銀板窮眞を獲明し，これをダfレオタイフ「．と

名附けた．

　フランスでDaguerreがダゲレオタfフ」を研究して
いた頃，イギリスではWilliam　H．　Fox－Talbot（18：1〔．～

1877）が全く別に篇眞術の焚明に努力していた．Talbot

の方法は　Daguerreのと異リ，紙に璽化銀を塗つて感

光媛とするもので，1839年に獲明され，カロタイプ（後

1こタルボタイプTalbotype）とよばれ．た．こうしてほと

んど時代を同うして，3人の先駆者の努力によつてつい

に窮虞術が幾明された．

　ダゲレオタイプが饗表されるや，すでicその當時爲眞

に封する要望がよほど戌熟していたらしく，たちまち．世

界各國に傳えられ，（わが國にも翌天保．卜一年（1840年）

に醇わっている）各地で窺眞誉業が開始される有檬であ

つた．

　以來，篇眞術の改良装滋はいちじるしく，大勢の酸明

家，技術者，科學者がこれに参加した，工847年にはガラ

ス板が感光膜丈持盤として用いられはじめた．　1851年

に／よイギリス人Scott　Archer〔1813～1857）によつて

コロヂォン温板法が螢明され．　1861年にはコロヂォン
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乾板ヵ：登明され，それとと屯に現在も用いられているア

ノしカリ現像法が螢見された，

　1878“’　iCはゼラチン乾板が獲明された．1889年には

George　Eastman（1854～1932）にょってガラスの代り

にセルロイ「eJl】いたロール・7イルムが獲明，蟄致さ

れた．これは鳥翼の普及と，したがつて宥眞用器材の大

量生産・エ業化への道を大匙く開いたものとして特に重

要である．またロール7イルムの獲明ぱ映電の獲明にと

つて重要であつた．こうして19世紀の終りまでには，

現在われわれの見るような寓眞術がほぼできあがり，さ

ら．こ多くの獲朔獲見が加えられ，臼遣月歩をしながら現

在にい児つている．

　一方こうした爲眞術の爽達と普及は，人類の文明に封

して」卜常に大きな影響を與えつつあつた．ネガティブな

意味で著しかつたのは絵書に劃するものだった．物を限

にみえるように描くこと，っまり爲賢は，それまで糟書

の重要な機能の一つだったが，爲眞術の獲明によって，

正確icしかも簡易にそれができるようになったので，織

書はそれを奪われることになつた．このことによって簿

遽は浦減するようなことはなかつたが，しかし，深刻な

影響をうけた．

　19世紀末から結帯が印象主義，7オーヴィズム，キ；

ピズヘシ・＝．一ル・レアリズムと一tt一歩窮實からはな

れ　人間の覗畳の内而的遮及を進めていった動きは，他

方こ諮ける爲眞術の獲達を考えることなしicは理解しえ

ないであろう．

　篇眞の鰻達と普及が現代丈明に及ぼしつっある鰐ジテ

ィブな面はあまロ多すぎて，到底蓮べきれない程であ

る．爲眞によつてあらゆる人が，自分のt’i像・家族の常

勲もつことがでa6よう1＝なつたが一それまでは，

ごく富裕な人々が書家に肯像盈描かせることができただ

けだった

　このことは各人に封して，自分の人間としての存在の

樺威の自畳を推進させるものだった．

　また以前は，人の話や絡董を通してしか傳えられなか

つた他國の風物を，窩翼は客獺的にそして簡軍に〔した
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第5岡絡書と霧眞の協力第鯛186etiT・代の爲眞家

　　　　（1S59年の木版嵜）

がつて大量に）傳えるようになつたが，このことは全人

類の相互のコミュニケーシ・ンと蓮帯惑の璽大に貢献し

た．これらのことは個人の自我の碓立と廣い世界に劃ナ

る連帯感を慕調とする現代人の世界槻の形ntlC大きな影

響を興えた．

　＄物を記蛛することの正確さ一これも烹た古人の知

らなかつたとこるである一がえられたことによる各方

面にわたる影響をここに歎えあげることは紙数が許さな

い．

　天盤窩眞・醤學寓眞・顯微鏡爲眞・工學篇翼・航空寓

Pt等々の學術的な特殊頼の領域畔目拓も，早くか）PF，

眞術磯達と平行してre　ny・、學術輔曼ヌ宝に貢献するとと

もに，人間の視畳の世界を未知の領域へ櫨大きせたとい

える・また，窩眞そのものの藝術性は迦で横栴のジャン

ルを豊窩にした．また爲眞術の中から生れた「偉大な副

産物」の一っに映得がある．

　このようIC「眼にみえる物の委を永久にとどめておき

たい」という人類の夢は，篇眞によつてかつて豫想もで

きなかウたほどの大逢なスケールで，買を鈷びつつある．

（1950・2・28♪

篇眞の酸蓬の年表
15昭：Baptista　Portarカメラ．オプスクラを覆明．

1556：Fabricius．賊化銀の磐光性を腰見．

1568；BarbaTO，　vンス．付のカメラrずブスクラを蛮瞬．

1727：Schulze．　fii「酸銀による光化庫買験．

1759：7オクトレンデル光皐會肚，ウインに創設、

1777：Scheele，藍fヒ銀の感光葦里論を霧～姜…．

lse2：WEdgwoodとDavy，光化學の研究を大いに推進，

1825：Niepee．ヘリ才グラフィーを簑明、

193S：Daguerre，ダゲレオタイゾを彊明．

1839：Fox・Talbot，カロタイノを較明．

reeg：Herscheし　騨fヒ銀感光徽びハでボを顕凋．

18｛O：臓眞Eホに渡束．

184工：長崎の人，ヒ爵慶之亟．ダゲVヤタィゴと樗する鳴賀機を島＃公

　　　に献．ヒ．

1846：Carl　Zeiss，イzナ市下精轡光學機磁の］：場を創設，

1899：イPストマン倉証ヒからロール・フィル1．Wt費．

1S91：Edison，キネtトグラフ　（映聾匿）　を硬り冒

1902；小西六右緬門，六断tを創1没．

　〔篤眞滑革史，秋山轍樋馨：最新篇眞科摂大系より〕
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